
9月５日（金）「平和の尊さを考える　平和学習」  

　各学年で、平和学習を行っています。平和に関する画像や絵本・図書等を使

って学習しています。平和への思いを、これからも継承していきたいです。  

 「ひいおじいちゃんやひいおばあちゃんから、戦争の話を聞きました。」と

いう子どもたちも、たくさんいました。戦争の痛みや悲しみ、そして、平和へ

の思いを家庭でも引き継いでくださっていることに、胸が熱くなりました。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

    

　～子どもたちの思いや考え等～  

・せんそうは、かなしくて　かぞくが　なくなってしまいます。せんそうは、

　だめです。  

・（絵本を読んで）男の子が、たおれている　ところが　かなしかったです。 

・どこかで、今も　せんそうを　していることが、とてもかなしいです。  

・みんなで　へいわにしたいです。  

・せかいじゅうの人の　いのちや心が　うしなわれるのが、かなしいです。 

・もう、世界の国のみんな戦争をしないようにしたいです。戦争は、人や生

　き物をきずつけて、だれもしあわせにならないので、ぜったいに戦争はし

　ないです。  

・ひいおばあちゃんが、畑で遊んでいたら、空を飛行機（爆撃機）が通った

　話を聞き、戦争がきらいになりました。平和がいいと思います。「ねがう

　だけでは、平和はおとずれない」と、聞いて自分たちで平和をつくろうと

　思いました。  

・ごはんを食べられること、帰れる家があること、勉強が、できることを「当

　たり前」ではなく、「きせき」と思って感謝すること。平和のために、今、

　自分ができることです。  

・平和のために、今、自分にできることは、みんなと協力し合って日常を送

　ることや、絶望的なじょうたいでも、希望の光を信じて前を向いて生きて

　いく、命を大切に生きることです。  



 
 
 
 
 
 
   

  
  

 

「平和への誓い」も　みんなで　よみました。〔 広 島 市 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ よ り 〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 

          
https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/education/16190.html


